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高次脳機能障がいの方の支援に関するアンケート　実施報告

〇調査目的
高次脳機能障がい支援施策に役立てるため、府内の障がい福祉サービス事業所が支援においてどのようなことで困っているのか等を、より具体的に把握する

〇調査対象
　大阪府内の障がい福祉サービス事業所のうち日中活動系事業所(生活介護事業所、自立訓
練（生活訓練)事業所、就労移行支援事業所、就労継続支援事業所（A型、B型）　1,991か所
※ただし、大阪府が運営している障がい者施設及び堺市高次脳機能障害支援拠点機関を除く
　
〇調査内容
①【問1】～【問3】基本情報（事業所名、事業所所在市町村、開設年）
　⇒事業所の個別情報により、非公開
 　　②【問4】調査時点での高次脳機能障がい者（疑いを含む）の支援の有無、人数
　　　　　⇒（有）の場合…【問5】【問6】【問7】高次脳機能障がい者（疑いを含む）の利用登録者数、利用に至る紹介元、対応に困った事例の内容、支援の検討にあたっての相談先等
 　　　  ⇒（無）の場合…【問8】これまでに支援したことがない理由
 　　③【問9】事業所で高次脳機能障がい者を支援する際、あればいいと思うもの

〇調査時期
平成30年7月～平成30年8月

〇回答状況
回答のあった事業所数　789か所（回収率　39.6％）

〇結果
　結果については、資料７－２のP17,18をご参照ください。
